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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、第４紀の気候変動を記録している南極ドームふじ氷床の深層コアを用いて、精度の高い年

代推定法を導入し多くの環境指標を３つの時間スケールで分析して環境復元を行うもので、既に興味深

い成果も得られており概ね順調である。 
特に、数千年～十万年スケールの研究では氷期・間氷期サイクルにおける海洋での生産性の変動や、

南極におけるエアロゾルの動態などに関して新しい知見が得られ、これらの成果は古環境モデル等の高

度化にも大きく貢献すると思われる。 
一方、本研究のもう１つの柱である数百年のタイムスケールのエアロゾルなどの環境復元に関しては、

現在の動態を含めて色々なデータは出ているが、その全体像はまだ明確ではない。また、今後データを

活用し気候変動メカニズムの解析を早急に進めることが望まれる。 

検証結果   当初目標に対し、概ね期待どおりの成果があったが、一部上がらなかった。 
第２期コアについて２,４００ｍから３,０３５ｍの分析を行い、長期スケール、短期ス

ケールでの気候・環境変動を研究する予定であったが、現時点では部分的に解析が進んで

おらず、評価の検証を行うには不十分な状態である。 
コア解析結果に関しては、新規な分析手法の開発、分析結果の考察による新規な知見な

ど国際的に評価できるが、地球環境変動システムのメカニズム及びその変遷を明らかにす

るという視点では、長期短期スケール、とりわけ短期スケールでの検討が不足していると

言わざるを得ない。 
得られたデータのデータベース化などとともに、具体的な予定を明確にする必要があっ

た。 

A－ 

 

  


